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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社が 2011 年 11 月 9 日に発表いたしました、2011 年 3 月期 第 3 半期（累計）の業績予想と本日公

表の実績との間に差異が生じましたので下記のとおり、お知らせいたします。また、本日、最近の業績動

向を踏まえ、2012 年 3 月期通期の業績について、下記の通り予想を開示いたしましたので、併せてお知

らせいたします。 

 

記 

 
1．2012 年 3 月期第 3 四半期（累計）連結業績予想数値の修正 （2011 年 4 月 1 日～12 月 31 日）  

 （単位：百万円、％） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

四半期 

純利益 

1 株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（A） 

 

2012 年 3 月期第 3 四半期 
 

58,764～  

 61,777 

1,300～

1,523 

1,320～

1,544 

534～ 

645 

1051 24～ 

1269 76 

実績（B） 

2012 年 3 月期第 3 四半期 
60,231 1,675 1,716 755 1487 89 

増減額（B－A） 1,467 375 396 221  

増減率（%） 2.5 28.8 30.0 41.4  

（ご参考）前期第 3 四半期実績 

（2011 年 3 月期 第 3 四半期） 
40,014 1,197 1,268 725 1380 54 

（注）増減額につきましては、前回発表予想（A）の下限からの差および増減率を記載しております。 

（注）2011 年 3 月期は 11 月決算から 3 月決算へ決算期を変更したことに伴い 16 ヵ月間の変則決算を行いましたので、

前年同期の対象期間（2009 年 12 月 1 日～2011 年 3 月 31 日）と今期は対象月が異なります。 

 

２．修正の理由 

2012 年 3 月期第 3 四半期に業績が堅調に推移したこと、並びに特別利益に投資有価証券売却益を

計上したこと等により、当四半期純利益が前回発表予想の下限から 41.4％増となる 755 百万円となりまし

た。 

 

円 銭 



 
 

 

3．2012 年 3 月期通期（累計）連結業績予想数値の修正 （2011 年 4 月 1 日～2012 年 3 月 31 日） 

   （単位：百万円、％） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

四半期 

純利益 

1 株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（A） 

2011 年 3 月期  
 

－ － － － － 

今回発表予想（B） 

2012 年 3 月期 
（2011 年 4 月 1 日～ 

2012 年 3 月 31 日） 

81,025～ 

85,180 

2,096～ 

2,368 

2,161～ 

2,433 

909～ 

1,049 

1,809 32～ 

2,087 99 

増減額（B－A） - - - -  

増減率（%） - - - -  

（ご参考）前期実績 

（2011 年 3 月期 第 4 四半期 ） 
54,510 1,765 1,845 1,010 1920 75 

（注）2011 年 3 月期は 11 月決算から 3 月決算へ決算期を変更したことに伴い 16 ヵ月間の変則決算を行いましたので、

前年同期の対象期間（2009 年 12 月 1 日～2011 年 3 月 31 日）と今期は対象月が異なります。 

 

4．修正の理由 

当社が属しているインターネット広告業界は、事業環境の変化が激しく、不確定要素が大きいため、業

績予想を開示しておりませんでしたが、連結子会社各社の業績が順調に推移するようになったこと等から、

2012 年 3 月期第 2 四半期から翌四半期の業績予想について範囲をもって開示することといたしました。 

 それに伴い、本日発表しました 2012 年 3 月期第 3 四半期決算に併せて、翌四半期にあたる通期の業

績予想についても、業績見通しの範囲をもって開示いたします。 

 通期業績につきましては、前年第 4 四半期とは対象月が異なるため、単純な比較ができませんが、スマ

ートデバイスやソーシャルメディア等の普及・拡大により、インターネット広告市場が堅調に推移しているこ

と、また連結子会社が増加したこと等により、売上・利益を上記の通り見込んでおります。 

 

以  上 

円 銭 


